
令和８年度松くい虫防除（樹幹注入）業務委託（根上町） 仕様書

第１ 趣旨

この仕様書は、能美市内で実施する松くい虫防除（樹幹注入）事業委託の適正な実施を

図るために定める。

第２ 安全管理

受託者は、この仕様書によるほか、農薬取締法（昭和２３年法律第８２号）、労働安全衛

生法（昭和４７年法律第５７号）など関係諸法規に従い、安全確保の上、樹幹注入を実施

すること。

第３ 管理技術者

管理技術者として、以下のいずれかに該当するものを選任し、資格・略歴を添えて、市

担当職員に提出しなければならない。また、注入作業施工者は管理技術者の指示のもと施

工を行うこと。

（ア）使用する薬剤メーカーによる研修を修了した者。

（イ）過去５年以内に官公庁発注の樹幹注入業務に従事したことのある者。

（ウ）樹木医または松保護士の資格を持っている者。

第４ 樹幹注入対象木

事業実施区域内で調査職員の指示するマツを対象とするが、施工時に樹勢が衰えている

などマツノザイセンチュウに感染の恐れのあるマツについては、調査職員の承認を得たう

えで施工すること。

第５ 樹幹注入

１ 使用する薬剤は、資料とともに「見本指定材料確認願」を調査職員に提出し、承認

を得て材料検査を受けること。使用する薬剤は、農薬取締法第２条の規定に基づく登録

済みの農薬であり、以下の規格に適合するものとする。

毒性 ：普通物とする。

薬効期間 ：７年とする。

薬剤濃度調査：薬剤メーカーによる薬剤濃度調査ができるものとする。

２ 樹幹注入を行う作業員は、ヘルメット、手袋、長靴等を着用し、直接人体に薬剤が

接触しないように注意すること。

３ 雨天、雨後は、蒸散が鈍く薬剤が入りにくいこと、目打ち孔から雨水が入るおそれ

があること、薬剤の液漏れが確認しにくいこと等から樹幹注入を実施しないこと。



４ 施工部位は薬が入りやすく、組織に損傷を与えない次のような部位とする。

① 木肌がなめらかで、筋や傷のない部位

② 薬剤が枝に遮られず、梢まで抜けるような部位

③ 粗皮の薄い部位

５ 複数の孔をあける場合、水平及び同一の方向に孔をあけるのではなく、千鳥に孔を

あける。

６ 樹幹注入中は、薬剤のボトルを作業員以外のものがふれることのないよう、貼り紙

または立札等で「樹幹注入中につき立入禁止」の標示をする等、第三者の立入を阻止す

る措置を講ずること。

７ 薬剤の注入後は孔に癒合剤を充填する等して孔がふさがるような措置を施すこと。

８ 使用後の薬剤の容器はみだりに放置せず、環境に影響が出ないよう製造者の指示に

従う等適切に廃棄処分すること。

９ 樹幹注入を実施したマツには、後日確認できるよう、注入年度及び薬剤名を記入し

たタグをつけること。

第６ 連絡体制の確立

受託者は常に所在を明らかにし、連絡を密にすること。

第７ 作業記録

１ 記録写真の撮影方法については別紙「業務写真の撮影方法」を参照すること。

２ 現場作業の記録は作業日毎に、場所、作業内容、技術者氏名、作業員氏名等、必要

事項を記録し整備すること。

第８ 成果品等

成果品等は以下のものを提出すること。

１ 第７に定める記録写真及び位置図

２ 団地名、整理番号、直径、樹高、幹材積、アンプル数（本）、アンプル残量（cc）等
を記載した実施計画表

第９ 委託業務の経理

１ 委託業務の経理の状況を独立した帳簿に明確に記載し、委託業務の経理を厳正に行

うこと。

２ 委託者は、委託業務の執行状況及び委託料の経理状況について、受託者に必要な報

告を求め、または実地調査をすることができること。

３ 受託者は、前項の帳簿及びその経理の内容を証する証拠書類を業務終了年度の翌年

度から起算して５年間保管すること。



第10 定めなき事項

この仕様書に定めなき事項については、石川県松くい虫被害対策県営委託業務仕様書に

準拠すること。また、この業務の実施にあたり疑義が生じた場合は必要に応じて調査職員

と協議するものとし、その指示に従うこと。



別紙

業務写真の撮影方法

１ 全景写真

樹幹注入対象木が分かるように施工前、施工中の写真を整備する。

団地名、施工前又は施工中等を確認できる方法で撮影する。

※ 撮影位置（起点）及び方向（範囲）は着手前後で同じにする。

２ 作業工程の写真

作業内容が分かるように一連の作業を撮影する。

① ドリルでの穿孔→②薬剤注入→③薬剤撤去→④孔の被覆

３ 薬剤注入の写真

樹幹注入対象木に薬剤を注入している状況が分かるように撮影する。

必要に応じて撮影角度を変えて、注入している薬剤の全てが写るようにする。

４ 薬剤の写真

薬剤について使用前・使用後の写真を撮影し、確実に使用した証拠を示す写真を整備

する。

使用前：本数が確認できるようにして撮影。

使用後：空容器が確認できるようにして撮影。

５ 写真の枚数

以下のとおりとする。

① 全景写真：１団地１ブロックに施工前・中１枚ずつ

② 作業工程の写真：１団地１セット

③ 薬剤注入の写真：１団地に樹幹注入木のうち２％以上

④ 薬剤の写真：全量

６ 調査職員の立会い

薬剤注入時において、樹幹注入木のうち２％以上の立木については、調査職員の立会

いの下で施工・撮影すること。


